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１．温泉地の概要 
  蔵王温泉は、山形県山形市の東南部標高約 880ｍ蔵王連峰の西麓に位置し、古くは高湯
（たかゆ）温泉と呼ばれ、信夫高湯（福島県福島市）、白布高湯（山形県米沢市）ととも

に奥州３高湯として親しまれてきた開湯 1,900年の歴史を誇る古湯である。 
  ５つの源泉群と 46の源泉を持つ源泉かけ流しの蔵王温泉は、３つの共同浴場のほか日
帰り入浴施設やホテル・旅館での立ち寄り湯も楽しむことができ、泉質は強酸性の硫黄

泉で温泉街を歩いてみると独特の硫黄（硫化水素）臭が漂ってくる。硫黄泉にはさまざ

まな効用が期待できるが、特に皮膚に良く美肌効果もあるので「美人の湯」「子供が丈夫

に育つ湯」と言われている。 
  また、蔵王温泉は自然豊かな山々に囲まれた蔵王国定公園の中にあり、温泉街からは

３つのロープウェイを利用して、春から夏のトレッキング、秋の紅葉狩り、冬は国内有

数の山形蔵王温泉スキー場でスキーやスノーボード、世界的に有名な樹氷鑑賞やスノー

トレッキングなど、四季を通して楽しめる温泉リゾートとして発展してきた。 
  蔵王温泉の歴史は古く西暦 110 年頃まで遡る。天皇の命を受けた日本武尊（ヤマトタ
ケルノミコト）が蝦夷討伐に来た際、家臣の吉備多賀由（キビノタガユ）は戦いの中で

毒矢に当たり全身がただれて大変苦しんでいたところ、霊妙な香りで酢のような味のす

る湯を見つけ、湯浴みをしたところ数日で回復した。以後、発見した多賀由にあやかり

「多賀湯温泉」と呼ぶようになり、転じて何時しか「高湯温泉」と呼ばれるようになっ

た。 
江戸時代には蔵王権現への西側登山口として行者の宿坊、また不思議な効果がある温

泉として発達したが、明治時代に入り廃仏棄釈令が出されると蔵王から行者の姿は急激

に減り、静かな山中の温泉場となった。明治から大正にかけて高湯温泉（蔵王温泉）と

麓の集落を結ぶ道が開通し、郵便局や駐在所の設置、公衆電話や電灯などの整備に加え、

観光用冊子が発行され観光地としての足がかりを築いたと言える。昭和に入り夏季に蔵

王登山と高湯温泉へ湯治に訪れる客が多くなり、冬季は蔵王がスキー場として適地であ

ると一般に宣伝されてからスキー客が急増した。戦後の好景気時からはリフト・ロープ

ウェイや観光道路が整備され、またホテルや民宿・ペンションなどが相次いでオープン

し一大リゾート地として発展を遂げてきたが、余暇の多様化に伴い全国的にスキー人口

が縮小するなか、スキー客は減少し宿泊施設等も減少する傾向にあった。近年は海外か

らスキーや樹氷鑑賞に訪れる方が増えたものの新型コロナウィルスの感染拡大により、

日本を訪れる外国人は激減し、現在は四季を通じたリゾート地を目指して再生に取り組

んでいる。 
 
２．計画の基本方針 
蔵王温泉は、開湯西暦 110 年と言い伝えられており、自然湧出の豊富で強酸性の希有
な泉質の温泉は効能が豊かであると、いにしえの時代から人々に保養・療養を目的とし
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て愛されている。また近年は、日本百名山として選定された蔵王山とともに登山やス 
キーを楽しむ人々にも利用されるようになり日本有数のリゾート温泉地として発展して

きた。 
今後、これまでの湯治湯、健康保養温泉地としての歴史や文化を大切にしながら、豊

かな自然と標高 880ｍの準高地という好立地を利用し、健康・保養・休養・療養の場と
しての温泉観光地として、訪問客に長く滞在してもらえるようなプログラムを精査し、

以下の方針でさらなる繁栄を目指していく。 
（１）蔵王温泉の豊かな自然環境を活用した事業を実施し（令和４年開催の「山の日」全

国大会開催をレガシーとする）、登山やジャパンエコトラックのアクティビティと温泉

による健康増進の融和を図る。 
（２）蔵王温泉の施設の整備は、安全性・利便性・高齢者及び障がい者に配慮し、蔵王温

泉景観重点地区として、自然や景観と調和のとれたデザインとするよう周知する。 
（３）蔵王温泉の効果的・効率的な利用方法として、ワーケーションの積極的な誘致等に

より来訪者を増やし、温泉利用の増進に努める。 
（４）蔵王温泉を健康づくりの拠点として、ＤＸを活用しながら散策路や休憩スポットの

質を高めるとともに、域内に予定するサウナ施設や、防平のクアオルト等近隣観光施

設との連携を図る。 
（５）蔵王温泉の歴史や文化・風土を継承し、健康保養の温泉観光地として調和のとれた

地域づくりを進める。  
 
３．自然環境、まちなみ、歴史、風土、文化等の維持・保全等に関する方策 
（１）自然環境、まちなみ、歴史、風土、文化等の概要 
蔵王温泉は、山形県（旧出羽国、明治以降は羽前国）の山形市南東部、蔵王連峰の

西麓にある温泉である。標高 880m に位置し、古くは高湯と呼ばれた。同県の白布高
湯温泉、福島県の信夫高湯温泉と共に奥羽三高湯の一つに数えられる。国内有数の規

模を誇る蔵王温泉スキー場を併設しており、冬季はスキー客、樹氷鑑賞の観光客など

でも賑わっている。 
伝説によると、東征した日本武尊に従った吉備多賀由によって西暦 110 年頃発見さ
れ、多賀由から転じて高湯（標準語・共通語：たかゆ、山形弁：たがゆ）と呼ばれる

ようになったという。 
1950年（昭和 25年）、毎日新聞社主催により「新日本観光地百選」が公募されると、
蔵王連峰は、山岳部門で見事 1 位となった。この結果に、蔵王連峰西麓にある南村山
郡堀田村は村名を蔵王村に改称。同村内の高湯も蔵王温泉に改称された。 
なお、同郡東沢村に蔵王連峰主峰の熊野岳があり、その山頂にある熊野神社も 1952
年（昭和 27年）に蔵王山神社に改称した。 
山形市が 1954年（昭和 29年）に東沢村を編入合併すると蔵王の主峰が市内となり、
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さらに 1956年（昭和 31年）に蔵王村も編入合併したため、当温泉は市内の癒しの湯
として名声を得た。 

1958年（昭和 33年）には厚生省告示第 327号により国民保養温泉地に指定された。
1960年代に入ると高度経済成長が地方にも及ぶようになり、1962年（昭和 37年）に
は蔵王エコーラインが開通し、1963 年（昭和 38 年）には蔵王連峰が蔵王国定公園に
指定され、1964 年（昭和 39 年）には日本百名山の 1 つに蔵王山が選ばれるなど、蔵
王エリアは観光地として注目を集めるようになった。 
蔵王開山 1250 年を記念し「世界の蔵王への飛躍」の願いを込め 1963 年（昭和 38
年）に「蔵王夏まつり」を開催した。同祭のフィナーレの花笠音頭パレードが「山形

花笠まつり」としてが独立して東北四大祭りへと発展するが、蔵王温泉もこれ以降飛

躍的に発展し始めた。その後の蔵王温泉は、高原保養地として施設拡充され、さらに

蔵王温泉スキー場の大型化も行われ、東北地方を代表する山岳リゾート地となった。 
また、バブル景気前後には道路や新幹線の供用開始が相次ぎ、遠隔地から当温泉へ

のアクセスが飛躍的に向上した。 
蔵王温泉には源泉群が複数あって、それぞれ温度や pHが少しずつ異なるが、いずれ
も強酸性の硫黄泉が特徴である。古くから皮膚病に高い効用があるとされることから

「子どもが丈夫に育つお湯」といわれ、また、肌を白くする効用から「姫の湯」の異

名も持つ。 
蔵王温泉にはいくつかの共同浴場や日帰り入浴施設がある。また国内有数のスキー

場である蔵王温泉スキー場を併設しており、数十件の旅館やホテルが建ち並ぶ。その

数は、企業の保養所を含めると 75軒を越える。（温泉を利用しない施設も含まれる） 
温泉街に沿って酢川が流れ、上流には温泉を祀った酢川温泉神社がある。共同浴場

は「上湯」・「下湯」・「川原湯」があり、他に日帰り入浴施設が５軒存在し、なかでも

春から秋にかけて楽しめる「大露天風呂」は、蔵王温泉の名物となっている。また足

湯も数箇所に設置されている。 
   蔵王温泉は温泉成分が濃いため、湧出した温泉は一般的に湯の花と呼ばれる浮遊物

で白濁する。この白濁した成分無調整の湯の花を採取し、まんじゅうのように固めて

干したものを、古くから湯治客の土産物としてきた。この湯の花の含有成分の一つで

ある硫黄は、ムコ多糖タンパク（ヒアルロン酸やコンドロイチン等の総称）を活性化

させる働きがあり、体内水分量を増加させ、肌と血管を若返らせるといわれている。

また、昔から湯の花は特に水虫に良いとも言い伝えられている。 
 
（２）取り組みの現状 
蔵王温泉は、昭和 38年に蔵王連峰を中心とした周辺一帯が蔵王国定公園に指定され、
自然公園法に基づき自然環境・風致景観が保たれているほか、令和３年３月 22日「山
形市景観重点地区」に指定され、景観法及び山形市景観条例に基づき蔵王温泉地区全
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体の景観維持に努めている。 
また、住民、温泉利用事業者その他の事業者から構成される蔵王温泉観光協会、蔵

王温泉組合が、地域の美化清掃活動を常時実施している。このほか、蔵王は、山形県

民、温泉利用事業者、温泉利用者らのボランティアにより、蔵王全山クリーン作戦と

呼ばれる美化活動も実施されている（Ｒ２～新型コロナウィルスの感染拡大により休

止中）。 
毎年の年初には蔵王温泉の宝物である温泉、湯神様に感謝を捧げ、象徴である共同

浴場の清掃を行うという、江戸の古くより続く「洞開（ドウカイ）」という伝統文化が

引き継がれている。 
また、蔵王温泉は冬のスキー場や樹氷鑑賞が誘客のメインであるが、近年はジャパ

ンエコトラック No.14 として登録されるなどロングトレイルや自転車による観光客が
増加しており、山形県、山形市、蔵王温泉観光協会、山岳関係団体等により、登山道・

散策路の下刈りや道標の修繕などを行っている。 
 

（３）今後の取り組み方策 
蔵王温泉として、湯治湯とリゾート温泉地が共存している独特の温泉地としての歴

史や文化を大切にしながら、これまでの雰囲気を壊すことなく、自然景観と調和のと

れたまちなみの保全や美しい温泉地づくりのために、看板やのぼりの色やデザインの

統一など、昔ながらの雰囲気を維持した上での基準を作成するなどの取り組みを行う。 
また、蔵王温泉観光協会を主体としつつ、女将会・えくぼの会など各種団体による

地域内の自主的な美化清掃活動や緑化運動を推進し、美しく、温泉情緒溢れるまちづ

くりを進めていく。 
さらに、保養及び健康増進を目的とした温泉地であることから、散策する方のため

に温泉街や散策コースに休憩箇所を設置し、安らぎと憩いの空間づくりを目指すとと

もに、入浴方法などの指導によって健康づくりにも取り組んでいく。 
また、歴史ある温泉地として多くの史跡などがあることから、歴史・史跡をめぐる

散策ルートや観光マップ等の作成を行い整備していく。    
 
４．医学的立場から適正な温泉利用や健康管理について指導が可能な医師の配置計画又は

同医師との連携のもと入浴方法等の指導ができる人材の配置計画若しくは育成方針等 
 
（１）医師または人材の配置の状況 
蔵王温泉では、医学的立場から適正な温泉利用や健康管理について指導を行う医師

のほか、施設所有者・観光事業者・地域住民からなる温泉マイスター（※１）、温泉入

浴指導員を配置しており、その氏名及び活動の状況等は、以下のとおりである。 
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①  医師 

氏 名 専門分野 活 動 内 容 配置年度 

武田健一郎 

 

内科・ 

 

温泉利用に関する相談に対応する。 

温泉事業者を対象に、年 1回程度温

泉利用についての講義を実施。 

令和 4年～ 

②  人材 

資 格 人 数 活 動 内 容 配置年度 

温泉マイスター 20 人 日帰り入浴施設及び旅館・ホテル等

の宿泊施設において、健康増進及び

疾病予防のための温泉利用を安全 

かつ適切に実施できるよう指導し

ている。 

温泉の泉質や、適応症、禁忌症等に

ついての知識を有し、健康増進及び

入浴事故予防を指導している。 

平成 23 年～ 

温泉入浴指導員  5 人 平成 15 年～ 

温泉ソムリエ 13 名 令和 3年～ 

 
（２）配置計画又は育成方針等 
蔵王温泉では、（１）の医師及び人材の配置を継続する。 
さらに、温泉マイスターの追加養成とともに、温泉入浴指導員の増員（配置）を各

施設に要請する。 
※１ 温泉マイスターとは、 
蔵王温泉観光協会が実施する歴史や温泉の基礎など所定のカリキュラムを修了

した者をいう。 
 ※２ 温泉ソムリエとは 

温泉ソムリエ協会が運営する民間資格で、温泉の泉質や温泉分析表など所定の

カリキュラムを修了した者をいう。 
 
５．温泉資源の保護に関する取り組み方針 
（１）温泉資源の状況 

蔵王温泉では、5つの源泉群、46本の源泉が50軒の施設（8箇所の日帰り入浴施設を

含む）に利用されている。 

蔵王温泉 

温 度 ｐＨ 泉 質 湧出状況 

43℃ ～ 64℃ 1.5 ～ 2.1 
酸性・含硫黄－硫酸塩・塩化物温泉（一

部含鉄あり） 

自然湧出 

5,900ℓ/min 

湧出量は各施設の使用量の合計とする。 
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源泉 

源泉群 源泉名 使用施設数 

須藤見源泉群 

（23源泉） 

柏屋１号、柏屋２号、高見屋３号、蔵王プラザ

ホテル、海老屋、海老屋・山形屋、山形屋、堺

屋１号、堺屋２号、堺屋３号、つるやホテル、

高見屋１号、高見屋２号、おおみや１号、おお

みや２号、おおみや３号、おおみや４号、若松

屋、寿屋、大湯１号、大湯２号、フジノ、辻屋、

岡崎屋 

22施設 

川原湯源泉群 

（７源泉） 

川原屋、まるしち、能登屋、ろばた、有楽荘、

川原湯、緑屋２号 
7施設 

シンド沢源泉群 

（９源泉） 

大平ホテル、緑屋１号、カゲバタ、ハナタレ、

オツン、馬滝、平、小屋前、松坂 
6施設 

蛇荒川源泉群 

（５源泉） 

上の川、平、折口、同門、インキョ 
13施設 

湯左ノ沢源泉群 

（２源泉） 

湯左ノ沢１号、湯左ノ沢２号 
2施設 

 

（２）取組の状況 

蔵王温泉では、開湯より1,900年続くと言われる温泉を枯渇させることなく永続的

に利用するため、以下のとおり管理を行っている。 

 

取 組 実施主体 

源泉のクリーニング（スケール除去等）を実施。 

温度、湧出具合の確認。 

源泉地の沢の崩れ防止。 

源泉所有者 

 

（３）今後の取組方策 

蔵王温泉において、実施主体と調整の上、（２）の取組を継続する。 

さらに、モニタリングの強化を図るため、源泉所有者がｐＨ・温度・湧出量等に関

する定期的な観測方法を検討する。 

 
６．温泉を衛生的に良好な状態に保つための方策 
（１）温泉の利用に当っての関係設備等の状況 

蔵王温泉において温泉の利用に当って使用している設備及び温泉利用の状況は、以

下のとおりである。（利用施設数には、住宅給湯分を含む。） 
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源 泉 源泉数 浴用利用施設までの設備 利用施設 

川原湯源泉群 

（川原屋、川原

湯） 

2源泉 なし（浴槽底から源泉が自然湧出してい

る。） 

2施設 

須藤見源泉群、

川原湯源泉群

（まるしち、能

登屋、ろばた、

有楽荘、緑屋２

号）、シンド沢源

泉群、蛇荒川源

泉群、湯左ノ沢

源泉群 

44源泉 

引湯管、分湯升、圧送装置 

（分湯升、圧送装置の使用は施設により異

なる） 

48施設 

（２）取組の状況 

蔵王温泉における各源泉については、スケールがつきやすいという特徴がある。そ

うした特徴を踏まえ、現在講じている取組の状況は、以下のとおりである。 

設 備 取   組 実施主体 

源泉 源泉のクリーニング（異物除去等）を年数

回実施。 

源泉所有者 

引湯管（供給） スケールが付きやすい源泉のため、引湯管

等のクリーニングを年数回実施。 

経年劣化の程度を把握し、劣化が著しいも

のには更新を検討。 

源泉所有者 

引湯管（引込） スケール除去のためクリーニングを年数

回実施。経年劣化の程度を把握し、劣化が

著しいものには更新を検討。 

設備所有者 

貯湯槽 貯湯槽については、生物膜の除去を行うた

めの清掃及び消毒を年数回実施。 

設備所有者 

浴 槽 浴槽水については、毎日（循環ろ過装置を

設置している浴槽にあっては、１週間に１

回以上）、浴槽水を完全に排出したうえ、

清掃を行う。 

設備所有者 

浴槽水は、常に満杯状態に保ち、かつ、ろ

過した湯水又は原湯を十分に供給するこ

とにより清浄を保つ。 

設備所有者 
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（３）今後の取組方策 

蔵王温泉において、さらに温泉を衛生に保つため、実施主体と調整の上、(２)の取

組を継続していくとともに、それらに加え、以下の取組を進める。 

設 備 取  組 実施主体 

源泉・引湯（供給・引込）

管等 

管等の更新の際は、観光資源になるよう、

景観を意識した整備を行う。 

源泉所有者 

設備所有者 

 
７．温泉地の特性を活かした温泉の公共的利用増進に関する方策 
（１）温泉の公共的利用の状況 
   蔵王温泉は、自然豊かな山々に囲まれた蔵王国定公園の中にあるほか、単独のスキ

ー場としては最大級の規模を誇る蔵王温泉スキー場に隣接しており、地域住民だけで

なく、多くの国内外の観光客に利用され、国際競争力の高いマウンテンリゾート形成

に向けた重要な観光資源である。 
 
①  過去３年間の温泉の利用者数 
年   度 宿泊人数 日帰り人数 合   計 
令和２年度 195,962 227,009 422,971 
令和元年度 382,814 261,721 644,535 
平成 30年度 335,646 206,003 541,649 

出典：市保健所集計利用者数 
②  直近１年間（令和２年度）の温泉の利用者数 

温泉地 区分 施設数 総定員 
利 用 者 数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

蔵王温泉 
宿泊 38 3,899 588  3,489 6,370 44,840 41,509 
日帰 26  681  4,041 7,378 51,940 48,080  

合計  3,899 1,269 7,530 13,748 96,780 89,589  
利 用 者 数 

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 
21,578  44,389  27,496  3,038 1,411 372 882 195,962 
24,994  51,440 31,849  3,519 1,634 431 1,022 227,009 
46,572  95,829 59,345 6,557 3,045 803 1,904 422,971 

 *①の市保健所集計利用者数をもとに山形市が調査した月別実績の比率を乗じて案分算出 
 
（２）取組の状況 
  蔵王温泉において、温泉の公共的利用の増進を図るため、現在行っている取組の

状況は、以下のとおりである。   
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取   組 実施主体 
温泉と蔵王温泉の基本的な事項を記載した「蔵王温泉手帳」

を製作し蔵王温泉観光協会員に配布、各施設での活用を勧

める（観光従事者の育成）。 

蔵王温泉観光協会 

蔵王温泉の宿泊利用者に蔵王温泉の歴史、効用などを紹介

する「夜の湯煙散策ツアー」を実施（宿泊者への宣伝）。 
蔵王温泉マイスター 
蔵王温泉観光協会 

スキー場の名前を、「山形蔵王スキー場」から「蔵王温泉ス

キー場」に変更し、蔵王温泉の知名度アップを目指すとと

もに、蔵王ライザスキーワールドスキー場、蔵王猿倉スキ

ー場を含めた３スキー場の総称を「蔵王スキー場」に改め

た。 

蔵王温泉観光協会 
山形市 

パンフレット・インターネットなどに蔵王温泉の歴史・効

能効果など温泉情報を掲載し、広告宣伝を行い、蔵王温泉

を周知している。 

蔵王温泉観光協会 

ジャパンエコトラックと No14 蔵王として蔵王国定公園内
のトレッキングルート、サイクリングルートのパンフレッ

トを作成し、紹介している。 

山形市 

環蔵王 6 自治体による「ＯｎｅＺａｏ」の取組により宮城
蔵王と連携した広域観光を推進する 

山形市・上山市・宮城

県 4自治体 

蔵王山岳インストラクター協会のガイドによるトレッキン

グウォークを実施。 
蔵王温泉観光協会 

 
（３）今後の取組方策 
蔵王温泉において、さらに温泉の公共的利用の増進を図るため、温泉の適正な利用

を進めるとともに、環境の保全、環境配慮に努めながら、同温泉を象徴する自然資源

や古くからの歴史のある建造物・風俗・文化といった資源を保全・活用する温泉地を

目指し、実施主体と調整の上、（２）の取組を継続するとともに、それらに加え、以下

の取組を進める。 
取   組 実施主体 

温泉マイスター、温泉入浴指導員を増員し、各温泉利用施

設に安全で適切な温泉利用を指導。 
蔵王温泉観光協会 

蔵王温泉の歴史ある温泉街及び史跡などを散策するプログ

ラムの企画の充実。 
蔵王温泉マイスター 
蔵王温泉観光協会 

体験・交流プログラムの企画。 
 

蔵王温泉観光協会 
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蔵王温泉の効用をわかりやすく周知する方法の検討。 蔵王温泉観光協会 
山形市 

外国語表記のパンフレットや案内板の設置。 蔵王温泉観光協会 
山形市 

 
８．高齢者、障がい者等に配慮したまちづくりに関する計画 
（１）公共の用に供する施設の状況 
   蔵王温泉における公共の用に供する施設の状況は、以下のとおりである。 
区 分 施   設 
公有施設 道路 

県道３路線、（上山蔵王公園線、蔵王公園線、山形永野線） 
市道 24 路線（高湯環状線、龍山線、沼道線の１、沼道線の２、沼道線の
３、蔵王温泉地内線の１、蔵王温泉地内線の２、蔵王温泉地内線の３、蔵

王温泉地内線の４、蔵王温泉地内線の６、蔵王温泉地内線の７、蔵王温泉

地内線の８、蔵王温泉地内線の９、蔵王温泉地内線の 10、蔵王温泉地内線
の 11、蔵王駐車場線、蔵王温泉地内線の 12、蔵王温泉地内線の 13、蔵王
温泉地内線の 14、蔵王温泉通線、蔵王総合グランド線、堰神線の１、堰神
線の２、中川線） 
小中学校（蔵王第三小学校、蔵王第二中学校）、山形市蔵王体育館、山形市

蔵王ジャンプ台  
私有施設 宿泊施設（81 施設）、日帰り入浴施設（８施設）、足湯（4 箇所）、物販施設

（18施設）、飲食施設（26施設）、ロープウェイ（普通索道駅３施設）、郵便
局、銀行支店、バスターミナル、ハイヤー営業所、スキー場、総合グランド、

クロスカントリーコース、釣堀 
 
（２）取組の状況 
   蔵王温泉において、高齢者、障がい者等に配慮した街づくりのため、現在行ってい

る取り組み状況は、以下のとおりである。 
区分 施設 取  組 実施主体 
公有施設 
 
 
 
 

道 路  温泉街の主要幹線となる上山蔵王公園線は、高齢
者、障がい者をはじめ全ての歩行者の安全を確保す

るため、無散水消雪歩道のある道路整備を進めてい

る。なお、無散水消雪では、温泉排湯の熱を熱交換

により利用している。 

山形県 
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 温泉街の環境整備の一環として、主要路線となる

蔵王温泉通線は、無散水消雪・石畳歩道として整備

している。 
また、市道堰神線及び蔵王温泉地内線の 13 は、
冬期間でも安全快適に通行できるよう無散水消雪

道路での整備を進めている。 

山形市 

私有施設 建築物 旅館等において、段差の解消を図るとともに、こ

れが困難な浴室等に手すりを設置している。 
各所有者 

 
（３）今後の取組方策 
   蔵王温泉において、さらに高齢者、障がい者等に配慮した街づくりを図るため、実

施主体と調整の上、（２）の取り組みを継続するとともに、それらに加え、以下の取組

を進める。 
区分 施設 取  組 実施主体 
公有施設 
 
 
 

道 路 
 
 
 

 温泉街の主要幹線の整備を進める際には、高齢

者、障がい者をはじめ全ての歩行者の安全を確保す

るため、無散水消雪歩道のある道路整備を検討す

る。 

山形県 

 温泉街の隘路箇所や急勾配となっている道路の

改良の際には、高齢者、障がい者等が安全に通行で

きるよう段差の解消に努めるとともに、冬期間でも

安全に通行できるよう消雪道路での整備を検討す

る。 

山形市 

私有施設 建築物 館内のバリアフリー化を進めるとともに、浴室な

どに手すりを設置し、利用しやすい施設を目指す。

また、冬期間の安全な利用のため消雪施設の設置を

推進するなどの協力を依頼する。 

各所有者 

 
９．災害防止対策に係る計画及び措置 
（１）温泉地の地勢及び災害の発生状況 
   蔵王温泉は、山形県山形市の東南部、標高 1,300ｍ～1,800ｍほどの山々からなる蔵
王連峰の西麓標高約 880ｍに位置している。急傾斜地も多く、地区内には５つの川が東
西に流れ、台風や集中豪雨により一部河川の氾濫が発生している。 
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（２）計画及び措置の現状 
   蔵王温泉において、現在、災害防止に関し策定されている計画及び講じられている

措置は、以下のとおりである。 

 

計画又は措置 計画又は措置の概要 
山形市地域防災計画 

 
土砂災害危険区域等について、対策工事の推進、住宅

移転の促進、予防措置の指導、警戒避難体制の整備の実

施等を位置付けている。 
砂防指定地の指定 砂防法に基づき、蔵王温泉地内において 11箇所が砂防

指定地に指定され、対策工事が行われている。 
土砂災害警戒区域及び土砂

災害特別警戒区域の指定 
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進

に関する法律に基づき、蔵王温泉地内において 33箇所が
土砂災害警戒区域に指定（うち 25箇所が土砂災害特別警
戒区域に指定）され、山形市において、土砂災害警戒区

域等や避難場所、避難行動などに関する情報を記載した

土砂災害ハザードマップを作製し、蔵王温泉地内の全戸

に配布している。 
急傾斜地崩壊危険区域の指

定 
急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律に基づ

き、蔵王温泉地内において２箇所が急傾斜地崩壊危険区

域に指定され、対策工事が行われている。 
地すべり防止区域の指定 地すべり等防止法に基づき、蔵王温泉地内において１

箇所が地すべり防止区域に指定され、対策工事が行われ

ている。 
蔵王山火山防災対策 蔵王山へ噴火警報等が発表された場合の警戒レベル毎

の情報伝達方法・ルート、施設・道路閉鎖、観光客避難

対策の手順等を確立し、ＨＰ等で広く周知している。 
※ただし、蔵王温泉は、蔵王山噴火時の警戒範囲（お

釜中心から 3.5km）からは外れている。 
蔵王山の噴火活動が活発化

した場合の山形市避難計画 
蔵王山噴火時における降灰後の土石流発生時の「被害

想定区域」及び「避難情報の伝達体制」を確立している。 
自主的な取り組み 蔵王温泉地内において自主防災組織が設立されてお

り、消防団や各種団体と協力した防災訓練を実施するな

ど、災害時の協力体制が確立している。 
硫化水素対策 立入禁止柵・施錠設備・注意喚起看板を設置している。 
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（３）今後の取組方策 
   蔵王温泉において、さらに災害の防止を図るため、実施主体と調整の上、（２）の計

画及び措置に基づく取組を継続するとともに、それらに加え、以下の取組を進める。 
取  組 実施主体 

河川の氾濫を防ぐため、準用河川祓川河川改修事業を進める。 山形市 
蔵王山の火山対策として、避難促進施設における避難確保計画の作

成を進める。 
山形市 

蔵王山火山防災協議会が策定した蔵王山火山防災対策に基づくハザ

ードマップの更新を進めるとともに、必要な安全対策の検討を継続す

る。 

蔵王山火山防

災協議会 

災害発生時に、地域で迅速、的確な防災活動をおこなうため、普段

から隣近所とふれあい、防災訓練に参加、各施設で防災についての話

し合い、高齢者等災害時要支援者に声をかけるなど地域防災体制の充

実強化と防災意識の高揚を図るなどの啓発活動を実施する。 
 

蔵王温泉観光

協会 
施設所有者 

 








